
Ⅰ 収入の部
1. 入会金収入 0
2. 会費収入 550,000
3. セミナー等収入 50,000
4. 補助金等収入（*1） 2,900,000
5. 寄付金収入（*2） 3,300,000
6. 特定資産取崩収入 3,000,000
7. 雑収入 20,000

　当期収入合計（A) 9,820,000
　前期繰越収支差額  
　収入合計(B)

Ⅱ 支出の部
1. 事業費

（事業名） （1）研究会の運営 5,000
（2）野生生物保全プロジェクト
①調査･提言（*1） 2,547,000
　 (うち特定資産からの充当額) (310,000)
②生息地における野生生物保全活動に対する支援（*2） 3,027,000
③普及啓発 2,110,000
　 (うち特定資産からの充当額) (1,260,000)
④国際会議参加 1,041,000
　 (うち特定資産からの充当額) (1,000,000)
（3）会報発行 447,000
　 (うち特定資産からの充当額) (430,000) 9,177,000

2. 管理費
給与（*3） 264,000
ボランティア経費 50,000
通勤交通費（*3） 10,000
法定福利費 35,000
通信運搬費（*4） 10,000
事務所家賃（*4） 64,000
水道光熱費移転後 66,000
旅費交通費（*4） 1,000
会議費 20,000
消耗品費（*4） 5,000
備品消耗品費(*4)（*5） 10,000
新聞図書費 5,000
修繕費 5,000
租税公課 10,000
諸会費 15,000
慶弔費 10,000
支払手数料 20,000
雑費 43,000 643,000

当期支出合計(C) 9,820,000
支出合計(D)
当期収支差額(A)-(C) 0
次期繰越収支差額（B)-(D) 0

Ⅲ 特定資産の部
前期繰越積立額 38,000,000
当期支出合計 3,000,000
当期積立額 0
次期繰越積立額 35,000,000

*5　30万円未満の備品は、「備品消耗品費」として計上

*3　人員増に対応した人件費の従事時間数による事業按分（事業90％　管理10％）
*4　人員増の事業実態に合わせた事務経費の事業按分（事業90％　管理10％）

事業費は従事時間数に合わせ調査提言1/10、生息地支援1/10、普及啓発4/10、国際会議3/10、会報発行1/10
に按分した

*2　エネオスによるゴリラ生息地支援寄付　10％はJWCSの事務経費

2013年度（平成25年度）　収支予算
平成25年4月1日から平成26年3月31日まで　　

特定非営利活動法人　野生生物保全論研究会（JWCS)
科　　　　　　　目 金　　額

*1　地球環境基金助成事業


